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 町民コミュニティに係る取組と課題  

1 



１．町民の交流機会の確保 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①自治組織の立ち上げ促進 
    避難先における自治組織の立ち上げ 

を促進します（７７）  （生活支援課） 

［現状］・全国で8団体が活動中 
［課題］・自治会の設立促進 
      ・自治組織への加入促進 

②町民有志によるＮＰＯ法人等の
設立 

  コミュニティづくりに資するＮＰＯ法人
等の組織設立の側面支援を実施します
（７８）  （復興推進課） 

［現状］・復興支援員による現状把握 
      ・近隣町村で「まちづくり会社」が設立  

［課題］・その他に設立の動きが無い 
     ・自治会との役割分担を明確化 

③行政区・自治会組織の在り方検討 
    双葉町当時の地域のきずなの維持を
図るため、行政区・自治会組織の在り方
の検討を進めます。（１９）（７９） 
（総務課）（生活支援課） 

［現状］・行政区総会助成金を支給 

      ・自治会の役割の明確化 
      ・自治会長の報償を制度化 
［課題］・自治会役員報償に関する検討 
      ・高速道路の無料化継続 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

④町民主体の交流イベント企画に 
     対する支援の仕組み構築 
    町民主体による交流イベントの企画 

に対する支援の仕組みを構築します。 
（８０）  
（住民生活課）（産業建設課） 
（教育総務課） 

［現状］・交流ｲﾍﾞﾝﾄ企画支援と補助金等交付 
      ・新双葉町観光協会の設立 
      ・「ダルマ市」への補助 
      ・双葉ふれあいクラブとの連携 
      ・各分野での交流イベント情報の収集 

        と情報提供 
［課題］・県外避難者交流会の企画・開催 
      ・スポーツ交流の推進 
      ・ふるさとの祭り開催 
      ・名産品の復活と商品開発 

⑤各地で開催される交流イベント 
   の情報提供 
  各地で開催される交流イベントの情
報提供を行います。 
（８１）  （秘書広報課） 

［現状］・町公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ＩＣＴきずな支援ｼ 
      ｽﾃﾑ（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ）にて情報提供 

      ・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等）を活用 
      し、迅速な情報提供 
      ・職員・復興支援員がｲﾍﾞﾝﾄを取材 
［課題］・県外イベント開催の情報収集・取材 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

⑦復興公営住宅等の整備とあわ 
   せて、集まれる場の設置 
 復興公営住宅等を双葉町外拠点とし
て町民のコミュニティ拠点として機能でき
るようにします。（５２）（５３）（５４）（８４） 
（復興推進課） 

［現状］・県・受入自治体・他町村と復興公営 
     住宅の整備にあわせて個別協議中 
      ・勿来地区を拠点の中心と位置付け 
［課題］・コミュニティ拠点としての機能要件 
      ・集会所等の活用方法 

⑧各種支援のための助成制度の 
   ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化と仕組みづくり 
  ｺﾐｭﾆﾃｨ支援に関する各種助成制度な
どをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化し、紹介できる仕組みを
構築します。（８６）  （復興推進課） 

［現状］・助成要望に応じて適宜支援制度紹介 
［課題］・体系的な整理と情報提供の仕組み     
      の構築 

      ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報誌等で紹介 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ア．町民の交流機会を確保するためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
イ．アを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ウ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

⑥交流施設の設置 
 県内外の町民・民間団体による町民
の交流拠点の設置を支援します。（８３） 
（総務課）（生活支援課） 

［現状］・県内外へ交流施設を設置 
［課題］・交流施設の活用 
      ・復興公営住宅のコミュニティ施設整備 
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２．町民同士が連絡を取りあうことができる仕組みの構築 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①電話帳作成について町民ニーズ 
   を踏まえ必要性を検討 
    電話帳の作成について、町民のニー  

ズを調査し、その必要性を検討します。 
（８８） （生活住民課） 

［現状］・避難者名簿作成は見合わせ 
      ・相手先へ提供確認してお知らせ 
［課題］・事業の必要性が低下 
      ・ｵﾚｵﾚ詐欺等への悪用への危惧 
      ・代替制度の検討 

②気軽に連絡できる情報端末（ﾀﾌﾞ 
   ﾚｯﾄ等）活用の検討 
    町民同士が気軽に連絡が取れるよう
な情報端末（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末等）の活用の
検討を進めます。（８９）（９６） 
（秘書広報課） 

［現状］・ＩＣＴきずな支援システムを導入 

     ・運用サポートを実施 

     ・活用の各課横断検討チーム発足 
［課題］・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末費用、ｼｽﾃﾑの保守費用 

        や通信費等の財政負担 
      ・高齢者等の利用促進 
      ・普及率の向上 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
エ．町民同士が連絡を取りあうことができるためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
オ．エを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
カ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 
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３．町からの情報提供の円滑化・充実化 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①知りたい情報をより多く提供でき 
   るように、広報誌等を充実させる 
    町の情報や町民の活動状況など町民
のみなさんが知りたい情報をより多く提
供できるよう広報誌等を充実させます。 
（９０） （秘書広報課） 

［現状］・「広報ふたば」「ふたばのわ」の発行 
      ・双葉町公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙ 
      ・タブレット端末の活用       
［課題］・町民参加型の情報発信の検討 

②避難先での町民の活動状況等を 
   提供するふるさと絆通信 
    広報ふたばにおいて町民のみなさん
の避難先での活動状況等を取材して掲
載します。（９１） （秘書広報課） 

［現状］・広報ふたば内に、「ふるさと絆通信」 
      のｺｰﾅｰを創設 
［課題］・記事内容の充実 

     ・「ふるさと絆通信」の増刊 

③町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ構成などわかり 
   やすいものに適宜直す 
    ニーズにあった情報を迅速にﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞを活用して提供します。また、構成の
わかりやすさを追求します。 
（９２） （秘書広報課） 

［現状］・より見やすく、親しみやすく、わかり 
      やすいページ構成 
     ・ソーシャルメディアを活用 
［課題］・町民の意見等を踏まえた内容の充    
      実迅速な対応のサイト運営 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

④町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの高度情報化 
 町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの高度情報化（動画な
どの映像配信等）を図ります。 
（９３） （秘書広報課） 

［現状］・ﾕｰﾁｭｰﾌﾞでの動画配信を開始 
［課題］・動画配信の周知・内容の充実 
      ・配信の頻度を増加 

⑤WEBｶﾒﾗによる町内映像をﾎｰﾑ 
   ﾍﾟｰｼﾞにて提供 
 WEBｶﾒﾗによる町内の映像をﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞにおいて提供します。 
（９４） （秘書広報課） 

［現状］・ふたば広域ライブカメラを町内16カ 
      所に設置 
［課題］・ﾗｲﾌﾞｶﾒﾗの継続 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
キ．町民同士が連絡を取りあうことができるためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
ク．キを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ケ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

⑥ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用したｺﾐｭﾆｹｰ   
   ｼｮﾝの仕組みを構築 
  ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用して町民と町との

間で双方向のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを可能とする
仕組みを構築します。 
（９５） （秘書広報課） 

［現状］・ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ﾂｲｯﾀｰ、ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ を開設 
      し、町公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞがＩＣＴきずな支 
      援ｼｽﾃﾑにﾘﾝｸﾅﾝﾊﾞｰ等を設置 
［課題］・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱの適正な運用の在り方 
        迅速かつ適切な情報提供 
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４．双葉町の歴史・伝統・文化の記録と継承 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①ダルマ市等のふるさと祭りの開 
  催支援 
    町民主体のダルマ市等のふるさとの
祭りの開催を支援します。 
（９９） （産業建設課） 

［現状］・運営グループに補助金を交付 
      ・補助金交付要綱を見直し 
      ・活動の支援を充実 
［課題］・新たな町民グループの参入 
      ・今後のダルマ市の会場の確保 
      ・ダルマ市での交通手段確保 

②子ども・若者が歴史・伝統・文化 
   にふれあい、学べる場の支援 
    子ども・若い世代を含めて、双葉町に
歴史・伝統・文化にふれあい、継承する
ためのｲﾍﾞﾝﾄ（祭り）や教室等の開催を支
援します。 （１０３） （教育総務課） 

［現状］・夏祭り等に補助金を交付 
     ・各避難地域で生涯学習事業（生活 
      学級・婦人学級）を実施 
［課題］・ｲﾍﾞﾝﾄ支援や生涯学習事業の継続 
      実施 
       ・参加者を増加させるための方策 

③歴史・伝統・文化を学ぶ場の確保 
    子どもたち等が双葉町の歴史・伝統・
文化を学ぶ場の確保を検討します。 
（１０５） （教育総務課） 

［現状］・教育ビジョンからカリキュラム化 
      ・歴史・伝統・文化を学ぶ授業を導入 
［課題］・若い世代へ継承する仕組みの構築 
      ・授業への取り入れ 
      ・副読本（教材）の作成 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

④定期的な芸能祭の開催 
    定期的な双葉町芸能祭を開催します。 

（１０６） （教育総務課） 

［現状］・総合美術展・芸能発表会の開催 
      ・避難先住民との交流を確保 
      ・町民の交流の場を提供 
［課題］・継続実施と開催地の拡大 
      ・会員不足と役員の分散 

⑤各種ｲﾍﾞﾝﾄへの出演機会の確保 
  交流会、集会等の各種ｲﾍﾞﾝﾄへの出
演機会を確保します。 
（１０４）（１０７） （教育総務課） 

［現状］・県内外のｲﾍﾞﾝﾄ参加 
［課題］・出演機会の確保と避難先との文化 
      ・交流の促進 
      ・遠隔地からの参加 
      ・避難先での交流の在り方 
      ・後継者の育成 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
コ．歴史・伝統・文化の継承のためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
サ．キを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
シ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 
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５．避難先住民との交流促進 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①避難先自治体等と連携し、交流 
   会等の開催を促進 

 避難先の自治体や支援団体等と連携
して双葉町民と避難先住民との交流会
等の開催を促進していきます。 
（１１０） （生活支援課） 

［現状］・仮設住宅集会場、絆カフェを中心に 
        避難先との交流を実施 
［課題］・関係団体との連携のもとでの更なる 
        推進 
      ・交流会開催情報の収集 
      ・復興公営住宅での交流 

②ｲﾍﾞﾝﾄ（祭りや催事）への町民の 
  積極的参加を促進 

 避難先のｲﾍﾞﾝﾄ（祭りや催事等）への
双葉町民の積極的な参加を促します。 
（１１１） （生活支援課） 

［現状］・仮設住宅集会場の掲示板に案内し、  
        参加を促進 
［課題］・町民の積極的な参加を促す工夫 
        周知方法の工夫 

③自治組織等が避難先住民と交流 
  する機会への支援 
  町民の自治組織等が避難先におい
て地域住民と交流する機会の創出を支
援します。 （１１２） （生活支援課） 

［現状］・各自治組織において、盆踊り・ｲﾍﾞﾝﾄ 
        を実施中 
      ・町民交流施設を設置 
［課題］・交流の場のニーズを把握 
      ・地域交流イベントへの参加 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

④復興支援員を活用し、地域住民 
   とのｺﾐｭﾆﾃｨづくりの人材の確保 
   と育成 
 復興支援員制度を活用して、双葉町
民と地域住民を結びつける新たなｺﾐｭﾆ
ﾃｨづくりを担う人材の確保・育成を進め
ます。 
（１１３） （復興推進課） 

［現状］・復興支援員を県内外へ９名配置 
      ・自治会の事務局機能強化 
      ・情報連携会の開催 
［課題］・交流ｲﾍﾞﾝﾄの実施 
      ・自治組織の立ち上げ支援 
      ・町民の中でのｷｰﾊﾟｰｿﾝ発掘 
      ・地元ＮＰＯ団体等との連携 
      ・避難先住民との交流方法の検討 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ス．避難先住民との交流促進のためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
セ．キを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ソ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 
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６．震災・事故の教訓の記録と伝承 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①記録誌編纂に向けた体制整備と 
     町民協力による記録の収集 
    震災と原発事故の記録誌の編纂に向

けた体制整備を行います。町民の協力
を得て震災時及びそれ以降の体験記録
を継続的に収集します。 
（１１４） （教育総務課） 

［現状］・筑波大学と共同で記録保全を実施震 
          災に係わる文書等のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞー ﾀ化 
［課題］・震災と原発事故の記録誌の編纂に向 
        けた実施体制の構築 
      ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化の作業における実施 
        方法等の検討 
      ・記録の収集 

②震災・事故の教訓の展示施設・ 
   研究施設の設置を検討 
    「双葉町外拠点」において、この震災・
事故の教訓の展示施設・研修施設の設
置を検討します。 
（６０）（１１６） （教育総務課） 

［現状］・一時保管や展示を実施 
［課題］・文化財の紹介場所の確保 
      ・復興公営住宅の集会場等を活用し   
      た展示の実施 
      ・復興町内拠点へのアーカイブセン 
      ター設置 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
タ．震災・事故の教訓の記録と伝承のためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
チ．タを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ツ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 
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７．教育環境の確保 

町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①町立学校（幼稚園、小学校、中学 
  校）の再開 
 いわき市錦町へ仮設園舎・仮設校舎を
整備し、学校を再開します。 
（４３） （教育総務課） 

［現状］・平成２６年４月１日に開校し、同年８ 
     月に仮設園舎・校舎等の使用開始 
      ・ 特色ある学校をＰＲし受け入れを推進 
      ・少人数の良さを活用した指導と体験 
       学習の充実 
      ・保護者への見学会を実施 
［課題］・入園入学者の増加 
      ・保護者（町民）のより深い理解と協力 

②町独自の新たな教育方針・教育 
  提供内容を提示 
 教育ビジョンを策定（更新）し、その実
現に向けて取り組みます。また、特色あ
る教育環境を充実させるための取り組
みを実施します。 
（４４） （教育総務課） 

［現状］・教育ビジョンを基本とした学校運営 
      ・様々な特色ある教育環境の提供 
      ・町の歴史・伝統・文化を学ぶ取組 
［課題］・新たな学校の特色づくり 
      ・学習会や行事への参加者の増加 
      ・地域人材の確保と有効活用 
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町民コミュニティに係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
テ．よりよい教育環境を確保するためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
ト．テを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ナ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

③子どもたちの「つどいの場」の提 
   供（集まれ！ふたばっ子） 
 子どもたちのきずな維持、学習支援、
伝統文化継承、心のケアできる「集いの
場」を提供します。 
（５０） （教育総務課） 

［現状］・ 「集まれ！ふたばっ子」を開催 
      ・保護者同士の交流機会を創出 
［課題］・「集まれ！ふたばっ子」の日程・場所 
      ・ 対象者の決定方法と内容 
      ・双葉町に対する思いの維持・向上 
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